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放送事業者における
映像資産の活用

デジタル放送の開始による多チャネル
化やブロードバンドの普及に伴う映像流
通チャネルの多様化により，放送事業者
では放送番組や収録素材など映像資産
の活用に対する要求がますます高まって
います．しかし，これまでに制作されて
きた映像コンテンツでは，映像資産の有
効活用を図るうえで次のような課題があ
りました．
・テープ等の媒体と，タイトルなど媒
体単位のメタデータ（映像に関連し
た情報）による管理のため，必要
な映像シーンを短時間で探し出す
ことが困難．
・映像の確認には，テープ媒体や再
生機材の数が限られており，再生
する場所の制約がある．
・映像の検索に用いるメタデータの入
力に多大な人的コストが必要．
また放送事業者の業務において，映

像資産の活用方法は多種多様であるこ
とから，これらの課題を解決するために
は，管理すべきメタデータの内容やそれ
を利用した検索の方式に関する多様な

要求にこたえることが重要です．

コンテンツアーカイブシステム

NTTコミュニケーションズとNTTサ
イバーソリューション研究所では，これ
らの課題を解決し映像資産の有効活用
を実現するコンテンツアーカイブシステ
ムを開発しました．

コンテンツアーカイブシステムの概要
を図１に示します．コンテンツアーカイブ
システムでは，①放送した完パケ映像＊

や収録した素材映像など映像コンテン
ツの入力，②入力した映像コンテンツに
関するメタデータの付与・管理，③メタ

放送局の映像資産活用のためのメタデータ管理と
コンテンツアーカイブシステム
NTTサイバーソリューション研究所†１/ NTTコミュニケーションズ†２

図１ コンテンツアーカイブシステムの概要�
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コンテンツアーカイブ 映像資産活用 メタデータ自動付与

NTTコミュニケーションズが開発した「コンテンツアーカイブシステム」では，

NTT研究所のメタデータ自動付与技術，類似画像検索技術，著作権管理プラット

フォーム技術を活用するとともに，柔軟なメタデータ管理機能を提供することで，

放送局の効率的な映像資産活用を可能にしました．

※　現，NTTサイバースペース研究所

＊完パケ映像：放送番組などで編集が完了し，そ
のまま放送できる状態に完成した映像．
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データの検索・閲覧，④検索の結果得
られた映像のプレビュー再生，の一連の
映像アーカイブ業務を実現します．これ
は，蓄積された映像資産を，新たに制
作する番組の素材とする局内二次利用
や，他の放送事業者からのネットワーク
を通じた検索・プレビューによる番組販
売などに役立ちます．
コンテンツアーカイブシステムには特

に次のような特徴があります．
・ディジタル化した映像コンテンツと
メタデータを結びつけた検索機能
や，よく似た画像のシーンを見つけ
る類似画像検索機能(1)を利用し，
必要な映像を素早く検索できます．
・イントラネットを通した映像のプレ
ビュー再生により，テープ媒体や再
生機材の制約を取り除き，映像確
認業務を効率化できます．
・音声認識などのメタデータ自動付与
機能(2)を利用し，メタデータの入力
コストを削減できます．
また多様な要求にこたえるため，適用
先に応じてメタデータの項目や検索方
式，システムの構成をカスタマイズでき
る拡張性も考慮されています．
次にコンテンツアーカイブシステムに

おけるメタデータの管理・検索，映像コ
ンテンツの管理の各機能と，システムの
拡張性について示します．

メタデータの管理・検索

(1) メタデータの構成
コンテンツアーカイブシステムでは，放
送事業者における業務の単位を踏まえ，
図２に示す次の構成要素単位にメタデー
タを分類して管理します．
① ディスクリプション情報：映像コ
ンテンツのタイトルや概要をはじめ，
出演者や検索に用いるキーワードな
どコンテンツ全体にかかわる情報を
管理します．著作権者とその権利
内容など，著作権に関する情報も
管理します．
② セグメンテーション情報：映像コ
ンテンツを複数のシーンに分割し，
各シーンのタイトルや出演者，使

われている音楽などの情報を管理し
ます．
③ 許諾情報：映像コンテンツを他
の放送事業者に提供する際の利用
許諾先，許諾条件などの情報を管
理します．

(2) 業務に合わせたメタデータのライ
フサイクル

前述のような各種のメタデータは，放
送事業者でのアーカイブ管理業務に合
わせ，図３に示すライフサイクルで管理
されます．
① 登録されたコンテンツに対して基
本的なメタデータ（主にディスクリ

プション情報）を入力します．
② メタデータ自動付与機能を用いて
セグメンテーション情報を自動生成
します．
③ 生成したセグメンテーション情報
に詳細なメタデータを入力します．
入力を容易にするための人物・音
楽辞書機能も備えています．
①～③まではメタデータ入力担当者だ
けに閲覧が制限されます．
④ メタデータ入力が完了し，制作担
当者や他局の担当者など一般ユー
ザに公開可能になった場合は，公
開承認機能を実行し閲覧を許可し

図２ メタデータの構成�
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図３ メタデータのライフサイクル�
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ます．ユーザの種別に応じてメタデー
タの項目単位に公開・非公開を制
御できます．
⑤ 一般ユーザによって任意にメタ
データの検索利用ができます．メタ
データ参照画面例を図４(a)に示し
ます．また有用なシーンの組にブッ
クマークを付与することで，例えば
構成担当と制作担当などのユーザ
間で，番組制作に使用する映像コ
ンテンツの情報を共有することがで
きます．
⑥ 他の放送事業者に番組や素材映
像の販売や貸し出しを行う場合は，
許諾情報を入力して管理します．
⑦ 不要になったメタデータは，メタ
データ削除機能を用いて削除しま
す．コンテンツが再度必要になる場
合や誤操作によるミスに備え，管
理者の権限で本削除を行うまでは
復活することもできます．

(3) メタデータの自動付与と類似画
像検索

コンテンツアーカイブシステムでは，
NTTサイバースペース研究所とNTTサ
イバーソリューション研究所で開発した
類似画像検索技術 (1)やメタデータ自動
付与技術 (2)を利用し，映像アーカイブ
業務のさらなる効率化を図っています．
これまでの映像アーカイブ構築ではメ
タデータの入力コストが問題でした．コ
ンテンツアーカイブシステムでは，ニュー
スのアナウンサーなどの音声や，地名・
人名などのテロップ文字列を自動認識
し，メタデータとして保存することで，
メタデータの入力コストの削減が可能で
す．メタデータ自動付与機能で得られ
た高精度の認識結果は，シーンの検索
条件としても有効です．
またカット点区間やテロップの表示区
間などによって自動的にシーンを分割し，
各シーンのサムネイル画像を生成できる
ため，映像の中で必要な部分をサムネ
イル画像の一覧から視覚的に検索する
ことが可能です．シーン一覧画面例を
図４(b)に示します．自動検出できるシー
ン種別は，カット点検出，カメラワーク

検出，音楽区間検出，音声認識，テ
ロップ認識，トピック区間検出の６通
りです．
類似画像検索では，サムネイル画像

の色合いや雰囲気の類似性を利用した
検索機能を提供します．特に，風景映
像などの素材を再利用する場合に，キー
ワード検索で見つけた映像に類似して，
よりイメージに合う素材を検索したい場
合に有効です．

映像コンテンツの管理

(1) 映像コンテンツの入力
VTR機器と接続し映像を取り込みま

す．タイムコードの入力やIN/OUT点
のマークインによりVTRの必要な個所を
事前に指定し，バッチ処理で取り込む
こともできるため，コンテンツの入力作業
を効率的に実施することが可能です．取
り込まれた映像は，WMV（Windows
Media Video）フォーマットに自動的に
エンコードされ，取り込みと同時にメタ
データ自動付与処理を実行することもで
きます．
(2) プレビューと粗編集
メタデータ検索の結果画面からの指示
により，映像コンテンツをPC端末上で

プレビュー再生できるため，従来VTR媒
体へのダビングや再生機器の準備に要
していた手間をなくし，効率的な映像確
認が行えます．ジョグダイヤルを用いた
コマ送りなどのトリックプレイに対応し
ているため，映像の確認操作も容易で
す．プレビュー再生画面例を図４(c)に示
します．また前述のブックマークに従い，
複数の素材映像から選択したシーンの
連続再生を行うことで，高品質なVTR
を利用した本編集作業の前に大まかな
編集結果を確認する粗編集としても有
効です．

システム構成と拡張性

コンテンツアーカイブシステムのシステ
ム構成を図５に示します．コンテンツアー
カイブシステムは，大きく次のモジュール
から構成されています．
・ユーザインタフェースをつかさどる
GUI（ Graphical User Interface）
モジュール
・放送事業者の業務フローに合わせ
た業務処理をつかさどるユーザアプ
リケーションモジュール
・映像コンテンツの管理をつかさどる
コンテンツ管理アプリケーションモ
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(b)　シーン一覧画面�
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ジュール
・メタデータの管理をつかさどるメタ
データ管理アプリケーションモジュール
・NT T研究所で開発したプラット
フォーム群（著作権管理プラット
フォーム(3)，メディアアセット管理
システム(4)）
このようなシステム構成の下で，放送

事業者の顧客要件に応じて構成を変化
させることで，次のように柔軟な拡張性
を持ったシステムを構築できます．
(1) 映像コンテンツ配信・販売に向
けた標準識別子

著作権管理プラットフォームにより，
外部への公開用識別子としてcIDf（コ
ンテンツIDフォーラム(5)）準拠のコンテ
ンツIDを付与できます．将来，映像コ
ンテンツをインターネット配信などに活
用する場合には，このIDに基づいて著
作権管理プラットフォームの電子透かし，
DRM（Digital Rights Management）
機能を組み込むことで，コンテンツの不
正利用防止を可能にする拡張性を備え
ています．
(2) メタデータ標準へのマッピング
放送事業者の業務に合わせて設計さ

れたメタデータ項目から，MPEG-7 (6)と
cIDfのメタデータ標準へのマッピングを
定義しています．これにより，各標準に

準拠した他のシステムと連携を行う場合
にも，容易に機能を拡張することができ
ます．
(3) 顧客要件に応じたカスタマイズの
柔軟性
システムは階層的に構成され，また

XMLで管理されたメタデータに対して
任意の項目を条件に検索できる内部API
（Application Programming Interface）
を備えています．このため，機能やメタ
データ項目の追加・変更時の影響範囲
を局所化でき，顧客要件に応じたカスタ
マイズの際の開発期間を短縮できます．
また研究所で開発した各プラットフォー
ムは，必要なプラットフォームだけを組
み合わせてシステムを構築することがで
きます．

今後の展開

放送事業者が蓄積した映像資産は，
局内二次利用や放送事業者間の番組・
素材販売に限らず，次のような業務へ
の活用も考えられます．
・インターネットや携帯電話を通じた
サーバ型放送による映像配信
・メタデータ自動付与技術を利用し
たコンテンツのダイジェスト編集
・素材映像のディジタル化によるテー
プレス編集環境

・視聴者やスポンサからの問合せ時
に，放送された映像や，映像に付
与されたメタデータを確認するため
の顧客対応支援ツール

今後，全国の放送事業者を対象にアー
カイブシステム導入を図っていくと同時
に，映像資産の幅広い活用を目指し研
究開発を進めていきます．
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図５ コンテンツアーカイブシステムのシステム構成�
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放送事業者の蓄積した映像資産の有効活
用を可能とし，映像販売・配信等への発展
によってコンテンツ流通をさらに活性化で
きるよう目指しています．
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